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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 New PLS 工法はﾌﾟﾚﾗｲﾆﾝｸﾞ工法の 1 種であり，掘削に先立ち切羽前方に連続したｺﾝｸﾘｰﾄｼｪﾙを構築し，そ

の後内部を掘削するため地表面沈下を抑制できるなどの特徴を有しており（図-1 参照），実ﾄﾝﾈﾙでの施工に

も適用されている 1,2)。本工法の適用範囲を拡大(超大断面，

扁平断面，大深度など)するには，ｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの高強度化も

重要な開発項目であると考えた。高強度化には，初期材齢

（材齢数時間～2,3 日程度）と材齢 28 日以降の材齢を対象

とするケースが考えられる。これに対し，本報では，特に

初期材齢の高強度化を目的に実施した実験結果について報

告する。 
２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要    
使用材料を表-1 に，試験に使用したｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの配合を

表-2 に示す。本試験では，使用する急硬材量を単位結合材

量(C+P=400kg/m3)の内割り（P/(C+P)）で 14％から 30％
まで増大させることによる初期強度の改

善効果について検討した。試験は，ﾍﾞｰｽ

ｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ経時変化，急結剤混入後の

自立試験および圧縮強度試験である。圧

縮強度試験は，急結剤を混入したｽﾘｯﾄｺﾝ

ｸﾘｰﾄを材齢 6 時間，1，2，7 および 28
日で，急結剤を混入

しないﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄを

材齢 1 日以降同材齢

で実施した（20℃，

封緘養生）。なお，従

来の New PLS 工法

用ｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの目標品質 3)を表-3 に示す。本検討にお

いても，施工性から定まるﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄの目標品質は従

来の New PLS 工法と同様にした。  
３．３．３．３．実験結果実験結果実験結果実験結果    
3.13.13.13.1 ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状    

 ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の測定結果を図-2 に示

す。急硬材置換率に拘わらず，いずれの配合において  
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使用材料 種類 基本特性
セメント 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 密度:3.15g/cm3、比表面積:3360cm2/g
急硬材 PLS-P 密度:2.92g/cm3、ｶﾙｼｳﾑｻﾙﾎｱﾙﾐﾈｰﾄ系化合物

凝結調整剤 D-300 密度:2.19g/cm3、有機酸とｱﾙｶﾘ炭酸塩の複合体
急結剤 PLS-L 密度:1.50g/cm3、特殊無機ｱﾙﾐﾝ酸化合物
細骨材 田川産 密度:2.56g/cm3、吸水率:1.97%、F.M.:2.34
粗骨材 足柄産 密度:2.58g/cm3、吸水率:2.97%、Gmax=15mm
水 水道水 東京都町田市

表-1　使用材料表-1　使用材料表-1　使用材料表-1　使用材料

粗骨材の 水結合
配合 最大寸法 材比
種類 Gmax W/C+P s/a 水 ｾﾒﾝﾄ 急硬材 細骨材 粗骨材 凝結 急結剤

(mm) （％） （％） Ｗ Ｃ Ｐ Ｓ Ｇ 調整剤 Ｌ
No.1(14） 344 56
No.2(20） 320 80
No.3(25） 300 100
No.4(30) 280 120
注）配合種類の（　）内が急硬材量（P/(C+P)、PLS-L：(C+P)×4%、D-300：(C+P)×1.2%

細骨材率

表-2　スリットコンクリートの配合表-2　スリットコンクリートの配合表-2　スリットコンクリートの配合表-2　スリットコンクリートの配合

4.8 16

単位量（kg/m3）

15 50 47 200 796 905

項　目 目　標　品　質 特殊混和材の効果

ｽﾗﾝﾌﾟ 20±2.5cm 凝結調整剤により

(保持時間) 90分保持 保持

自立時間
12分(妻型枠1.2m、横行速

度100mm/min)
急結剤により自立
時間を確保

圧縮強度
（材齢6時間：3N/mm2）*
材齢28日：18N/mm2

急硬材により初期
強度を確保

*材齢6時間強度は，従来のNew PLS工法の目標品質

表-3　目標品質表-3　目標品質表-3　目標品質表-3　目標品質
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 も，使用する凝結調整

剤量は (C+P)×1.2％

と同量で，目標とする

ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保

持効果を確保できる。

ただし，急硬材置換率

が高いものほど，ｽﾗﾝﾌﾟ

が小さくなる傾向も認

められる。 
 急結剤を混入した

後のｽﾗﾝﾌﾟ保持性能(自立時間)の測定結果を図-3 に示す。自

立性状においても，急硬材置換率が増大するに従い，自立

時間が早くなる傾向は示すものの，急結剤量(C+P)×4％で，

2分程度のｽﾗﾝﾌﾟ保持と 12分以内の自立(ｽﾗﾝﾌﾟ 0cm)を確保

することができた。以上より，急硬材置換率を増大させた

場合にも，New PLS 工法に必要なﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄ性状を確保

できることが確認できた。 
3333.2.2.2.2 圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果 
 圧縮強度試験結果を図-4 および 5 に示す。ｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの

圧縮強度は，材齢 1 日までは急硬材置換率の高い配合ほど

強度および強度の伸びが大きく，急硬材置換率にほぼ比

例して圧縮強度は増大する。材齢 2 日以降は急硬材置換

率の高い配合の強度の伸びが止まり，材齢 7 日でいずれ

の配合も同程度の圧縮強度となった。 
 一方，急結剤を使用しないﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄにおいても，初

期材齢においては急硬材置換率の高い配合ほど圧縮強度

が高くなる傾向を示す。また，急結剤を混入した場合に

は強度の進展が小さくなる材齢 2 日においても急硬材置

換率が 20～30％のものは強度の進展が認められている。

これは，急結剤を混入した場合には，急硬材の初期強度

発現性も高められていることを示しているものと言える。 
４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ  
 New PLS 工法用ｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの初期強度の高強度化について検討した。この結果，急硬材置換率を高くす

ることにより材齢 2 日程度までの圧縮強度を増大させることができる。この場合にも，従来と同程度の凝結

調整剤量および急結剤量でﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持性能および急結剤混入後の自立性状を満足させることが

できることが明らかとなった。 
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図-4 急硬材量と圧縮強度の関係図-4 急硬材量と圧縮強度の関係図-4 急硬材量と圧縮強度の関係図-4 急硬材量と圧縮強度の関係
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図-5 急硬材量と圧縮強度の関係図-5 急硬材量と圧縮強度の関係図-5 急硬材量と圧縮強度の関係図-5 急硬材量と圧縮強度の関係
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図-2　ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化図-2　ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化図-2　ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化図-2　ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化
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図-3　自立試験結果図-3　自立試験結果図-3　自立試験結果図-3　自立試験結果
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